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情報社会
の進展

高 校

授業

校務

情報機器
の活用が
重要



予約簿に手書き

予約・貸出状況
が分からない

百名近い職員



予約簿

校内ＬＡＮ

各職員室から、各自のパソコンで予約状況を確認・予約



ＣＧＩ等を利用した情報管理

現時点の高等学校では少ない

・有料のグループウェア

（サイボーズやデスクネッツなど）

・フリーソフト



多彩で様々な機能を使い業務を支援。

ソフト、初期設定、メンテナンスが高額。

継続的に、学校担当者が自由に要望を反
映させることは困難。

不要となる機能が多い。

職員に全く利用されないケースもある。



費用が少ない。

知識、時間、労力、ソフトの機能面等で
限定。

担当者変更の場合、維持管理が困難。



使いやすいシステムは、実際に利用している人間
が自由に作り変更出来るもの。

現場で働いている人間が、その現場の実情から必
要なものを作ったらどの様になるか研究。

現場の人間が作るシステムの有用性について研究
したい。

機能は限定的であるが、使いやすく、導入や管理
が行いやすいシステムを作成できれば、多くの学
校において校務に貢献できるのではないか。



①校内ＬＡＮを利用
・予約者は、各職員室から予約状況を確認し、予約を行える。
・管理者は、予約状況を職員室から把握できる。

②エクセルによる予約簿作成
・画面構成などの変更が簡単で、管理が容易。
・エクセルは職員の誰もが使い慣れたアプリケーションのため、
システム管理者が誰と変わっても引き継ぎに問題が無い。

③トラブルについて
・予約をしない利用者の発生。







① 言 語
PHP（Hypertext Preprocessor）

② Webサーバソフトウェア
Apache HTTP Server

③ コンセプト
誰でも使いやすく簡単に操作できるシステム。
・必要な処理を厳選し余分な機能を省く
・視覚的に理解しやすい画面構成
・必要最低限の操作



作成対象

プロジェクター

（予約トラブルが一番多
かった）

選択機器

・まずプロジェクター
により研究を深める

・次に選択機器を増や
していく



視覚的な理解

カレンダーと機器の写真を表示

シンプルに使いやすく

カレンダーと機器の写真のみ表示

簡単操作

カレンダーによる選択形式

機器の管理

写真による把握

分かりやすく

予約状況を１ページに全て表示

予約ニーズを考慮

３ヶ月分の予約カレンダーを表示



操作の簡略化

予約・取消は、職
員名列から氏名を
選択する形式



誤操作防止

予約内容全体を表
示し、予約の確認
を促す



案内

・予約作業の終了
を知らせる

・トップ画面への
リンク表示。



システムの利便性の実証

～プロジェクター（３台）合計貸出数の前年同月との比較～

12月：18回から23回に5回（約28％）増加
1月：15回から22回に7回（約48％）増加



情報機器の活用促進

システム変更前：利用者が特定されていた
・システム変更前の予約者名
94名中、21名

システム変更後：新しい利用者の増加
・これまで利用が無かった職員の利用
12月、1名増加
1月、2名増加

・前年同月には無かった現象



システム構築の有効性

予約システムの変更により

・プロジェクターについて、紛失やトラブ
ルが無くなった。

・全情報機器について、新システムへの変
更要望が多い



情報機器全体の有効利用

・他の情報機器：貸出数微増

（前年同月と比較）



①同一日の予約が同時に複数入らないための対策
同一日の予約が同時に複数入った場合、当事者たちはお互いの予約を
知らずに自分の予約を完了させてしまう。この場合、先の予約が後
の予約に入れ替わってしまい、その事もお互いが知らないため、ト
ラブルが生じてしまう。この現象を防ぐために、ある予約が完了し
た瞬間に、予約した本人しかその予約を取り消しできないようにす
る必要がある。または、同一予約日のページに複数の者がアクセス
できないように、ある予約日にアクセスがあった瞬間にその予約日
に他の者がアクセスできないようにロックする必要がある。この対
策のためのシステムを追加する。

②メール
予約者から管理者へのメール機能を作成し、トラブルに対する円滑な
対応、ならびに意見収集によりシステム改良に役立てる。

予約期間を過ぎても返却が無い場合、未返却者や次の予約者、管理者
へメールを自動的に送信するシステムの研究。



③アンケート調査
利用対象者へアンケートを実施し、不都合な点や、ニーズ、改善案などを収集
し、システムの改善に役立てていきたい。

④利用状況の分析
新システムはまだ約２ヶ月分の利用データしか集まっていないが、今後まと
まった利用データから利用状況を分析し、研究を進めたい。

⑤グラフ表示
予約状況を各種グラフによって表示し、情報機器購入や廃棄等の管理、予約時
における選択の参考に役立てられるように作成する。

⑥ＩＤ・パスワード
各個人にＩＤ・パスワードを設定し、システムの安全性を向上させる。



⑦管理者用画面
管理者用画面を作成し、機器の変更や修正等、管理を行いやす
くするとともに、管理者が変わってもシステムを維持管理出
来るようにする。

⑧バーコード、QRL
バーコードやQRLをシステムに組み入れることで、スムーズな貸
し出しと、機器の管理に役立てる。

⑨在庫管理
センサーやモニター、ＧＰＳなどにより、予約と返却が正しく
行われているか管理できるシステムについての研究。



ご静聴、ありがとうございました。


